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最大11Mbpsの通信を実現しています。

IEEE 802.11g
2003年に IEEE 802.11bの高速化を目的に策定された方式で、OFDM変調方式に
したことで最大54Mbpsの通信を実現しています。周波数帯は IEEE 802.11bと同じ
2.4Gヘルツを利用しているため、IEEE 802.11bと IEEE 802.11gが混在する環境では
下位互換によって通信速度の低下を招きます。

IEEE 802.11n
IEEE 802.11nは2009年に策定され、複数の電波を利用した通信をすることによっ
て高速通信を実現した通信規格です。IEEE 802.11nは次の技術によって高速通信を
実現しています。

１）チャネルボンディング
無線LANでは通信に利用する周波数の幅が広いほど、多くの電波を伝送できるた
め高速通信が可能になります。チャネルボンディングでは隣接する20MHz幅のチャ
ネルを束ねて40MHz幅にする事が可能です。

２）MIMO
MIMO（Multiple input Multiple Output）は送信、受信にアンテナを複数利用し

てデータを分散して同時に送信する事を可能にする技術です。
IEEE 802.11nではストリームと呼ばれる通信経路を送信用、受信用に最大4本利用
する事が可能で、チャネルボンディング・ストリームの組み合わせで表1.4.2の通信
速度が実現可能です。

表1.4.2　IEEE 802.11nチャネルボンディングとMIMOの組み合わせによる通信速度

MIMO 20MHz 40MHz
1ストリーム 72.2Mbps 150Mbps

2ストリーム 144.4Mbps 300Mbps

3ストリーム 216.7Mbps 450Mbps

4ストリーム 288.9Mbps 600Mbps

フレームアグリゲーション
フレームアグリゲーションは送信データを多数連結することによって、1回のフ

レームで大量のデータを送信し、データ送信している時間の割合を増やす技術です。




